

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































50町歩台 1⑪ ・留⑭⑫ ・器 ・野 1⑯ 11
60町歩台 ・騨 ・欝 1⑳ 1⑭ 11
70町歩台 1⑳ 1⑱ 2
80町歩台 1⑱ 1⑬ 1⑯ 3
90町歩台 1④ 1⑰ 2






























⑧仲　瀬善太郎 邑久12．上道4．赤磐3，和気3 63．3 515 1．2．8
⑳早瀬吉松 浅口3．児島1 64．7 518 1．2．8
⑱服部和一郎 邑久ユ2 82．2 535 1．5．1
④武藤　寿太郎 赤磐6．御野1．都窪1 96．1 571 1．6．25
③小　野　芳太郎 赤磐5．上道2．児島1，御野1 69．6 380 1．8．9
⑦服　部　平兵衛 邑久8，赤磐4，和気2 ユ20．0 639 1．8．23
⑳中　村　秀太郎 都窪4，児島1 60．7 3ユ3 1．9．3
註　1）補表1と同一書より作成．
補表3　岡山県巨大地主小作人小作地面積 （大正！3年）





⑯大　原　孫三郎 都窪21．児島2．吉備2 232．4 1，250 2．5．2
⑫野　崎武吉郎 児島10．都窪2 559．9 1，509 3．7．3
⑯藤　　田　組 児島3 LO76．2 205 52．4．29
註　1）補表1と同一書より作成．
主としては最小である。他方，岡山県の最大級の地主についてのものが補表一3であ
るが，最巨大地主である⑯藤田組は5町2反4畝29歩，⑫野崎武吉郎は3反7畝3歩，
そして大原は⑳大原奨農会3反6畝5歩・⑯大原孫三郎2反5畝2歩等となっていて，
小作人規模は大きい。このように，西服部家は大地主のなかでその小作人規模が最も
小さい地主なのである。この西服部家の土地集積過程の一特徴であった小規模集積を
反映しているものといえる。なお，上にみた小作人の規模の小さい地主は，⑳中村秀
太郎，⑳早瀬善吉を除いて，その主要小作地の所在地は邑久郡，赤磐郡，和気郡，あ
るいは上道郡であって，西服部家と同様の地域を立脚基盤としているのであるが，こ
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戦前期岡山県の一地主経営における地主・小作関係の展開（H）757
のことは，この備前東部地方における地主家の土地集積の過程，その小作人の存在形
態が西服部家におけると類似したものであることを推測せしめるものといえよう。
〔追記〕
本稿は，「はじめに」に記したように，大石嘉一郎氏を代表とする東京大学社会科学
研究所の共同研究である西服部家研究の現地在住協力者としての分担部分の作業結果
を記したものである。この共同研究の成果は大石氏ならびに西田美昭氏によって編集
がすすめられ，まもなく大石嘉一郎編『近代日本における地主経営の展開』御茶の水
書房として刊行される。本稿で関説するにとどめている部分がそれぞれの担当者によ
って詳細に検討されているので，それらについては同書を御参照いただきたい。
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